
 

 

16.精神・行動 
Mental Function and Behavior 

 

【１】期 間  2026.7.6～7.13 

 

【２】担当教員 

  コース責任者 稲垣 正俊（教授，精神医学） 

  コース主任  山下 智子（助教，精神医学） 

  担当講座：精神医学 

 

【３】授業の目的 

  精神医学に関する病態を学び、診断・治療を行うための基本的な知識を修得する。 

 

【４】授業の到達目標 

  １．精神医学に関する主要原因，病態，機序，治療について理解する。 

  ２．精神医学の多方面性(精神病理学的側面､身体医学的側面,社会医学的側面)を理解する。 

  ３．精神疾患患者ならびに疾患に関する問題を精神医学的に捉え解決するために，診察法， 

   面接の仕方，症状を把握する能力，習慣を養う。 

 

【５】授業の進め方 

コース実施期間に講義を行い，最終日に試験を実施します。 

 

【６】キーワード 

精神・行動 

SDGs：3.すべての人に健康と福祉を，4.質の高い教育をみんなに 

 

【７】総合評価 

学習効果は試験（マークシート形式）やレポート等で評価を行います。 

総合評価は試験成績の他に、講義の受講状況、講義レポートによる評価等も考慮します。 

 

【８】参考図書（◎は学生購入推薦図書, すべての図書は, 図書館または担当講座に備えてあ

ります） 

  ◎１．標準精神医学 第 9 版, 尾崎紀夫・三村將, 医学書院，2024 年, 7,480 円 

   ２．ストール精神薬理学エッセンシャルズ 神経科学的基礎と応用，第 5 版，Stephen M. 

Stahl，メディカル・サイエンス・インターナショナル，2023 年, 13,750 円 

   ３．専門医をめざす人の精神医学 第 3 版、山内俊雄，医学書院，2011 年，19,800 円 

   ４．慢性化防止の治療的働きかけ（新世紀の精神科医療 第 10 巻），新装版，松下正明， 

中山書店，2009 年，9,900円 

   ５．現代臨床精神医学改訂第 12 版，大熊輝雄，金原出版，2013 年，8,470 円 

   ６．DSM-5-TR 精神疾患の診断統計マニュアル，日本精神神経学会，高橋三郎，医学書

院，2023 年，23,100 円 

   ７．ICD-10 精神および行動の障害－臨床記述と診断ガイドライン, 新訂版, 融道男, 医 

学書院, 2005 年, 5,280 円 

   ８．ベッドサイドの神経の診かた 改訂第 18 版，田崎義昭，南山堂，2016 年，7,920 円 

   （図書の金額はすべて税込額です） 

 

【９】局所解剖  なし 

 


